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７
年
９
月
19
日　

松
川
浦
漁
港
の
修
築
実
現
へ　

 

263

2-50
昭
和
７
年
９
月
25
日　

松
川
浦
漁
港
修
築
工
事
の
開
始　

 

263

2-51
昭
和
11
年
１
月
10
日　

松
川
浦
漁
港
の
完
備
と
大
「
中
村
町
」
へ
の
躍
進　

 

263

2-52
昭
和
12
年
５
月
12
日　

松
川
浦
築
港
、
浅
瀬
が
課
題　

 

264

2-53
昭
和
⓰
年
３
月
⓱
日　

松
川
浦
漁
港
第
二
期
工
事
施
行
に
つ
い
て
の
陳
情
（
中
村

町
事
務
報
告
）　 

264

　
　

（
四
）
中
村
町
の
発
展
と
拡
張

　
　
　

①
消
防

2-54
昭
和
９
年
４
月
５
日　

自
動
車
ポ
ン
プ
購
入
の
決
定　

 

265

　
　
　

②
サ
イ
レ
ン

2-55
昭
和
14
年
５
月
５
日　

サ
イ
レ
ン
設
置　

 

265



xi

　
　
　

③
道
路
整
備

2-56
昭
和
７
年
10
月
12
日　

道
路
改
修　

 

265

2-57
昭
和
10
年
７
月
20
日　

大
手
先
の
道
路
改
修
要
望　

 

266

2-58
昭
和
13
年
６
月
29
日　

宇
多
川
町
・
新
町
間
の
町
道
新
設
へ　

 

266

2-59
昭
和
18
年
３
月
５
日　

道
路
の
危
険
箇
所
解
消　

 

266

　
　
　

④
橋

2-60
昭
和
６
年
10
月
30
日　

宇
多
川
橋
の
完
成
と
渡
橋
式　

 

267

2-61
昭
和
10
年
７
月
26
日　

中
村
町
柳
橋
の
完
成　

 

267

　
　

（
五
）
満
州
事
変

2-62
昭
和
８
年
２
月
28
日　

兵
事
に
関
す
る
報
告
（
中
村
町
事
務
報
告
）　 

267

2-63
昭
和
６
年
10
月
14
日　

戦
死
者
遺
骨
の
出
迎
え　

 

268

2-64
昭
和
７
年
７
月
16
日　

戦
死
者
の
町
葬
を
挙
行　

 

268

　
　

（
六
）
日
中
戦
争
・
太
平
洋
戦
争

　
　
　

①
日
中
戦
争

2-65
昭
和
13
年
２
月
28
日　

兵
事
に
関
す
る
報
告
（
中
村
町
事
務
報
告
）　 

269

2-66
昭
和
12
～
16
年　
　
　

動
員
・
見
送
り
、
戦
死
・
村
葬
（
猪
狩
雄
祐
日
誌
）　 

269

2-67
昭
和
12
年
７
月
26
日　

山
上
村
で
武
運
長
久
祈
願
祭　

 

276

2-68
昭
和
12
年
８
月
25
日　

漁
師
に
待
機
の
禁
足
令　

磯
部
村　

 
276

2-69
昭
和
12
年
８
月
28
日　

武
運
長
久
の
祈
り　

 

276

2-70
昭
和
12
年
９
月
27
日　

戦
死
者
の
町
葬
決
定　

 

277

2-71
昭
和
12
年
９
月
28
日　

中
村
町
で
保
定
（
中
国
北
部
）
陥
落
祝
賀
の
旗
行
列　

 

277

2-72
昭
和
12
年
10
月
30
日　

中
村
町
で
上
海
陥
落
祝
賀
の
提
灯
行
列　

 

277

2-73
昭
和
12
年
12
月
15
日　

戦
死
者
の
町
葬　

 

277

2-74
昭
和
12
年
12
月
16
日　

中
村
町
で
南
京
陥
落
の
記
念
植
樹　

 

278

2-75
昭
和
12
年
12
月
17
日　

大
野
村
で
南
京
陥
落
祝
賀
の
戦
勝
奉
告
祭　

 

278

2-76
昭
和
13
年
10
月
29
日　

武
漢
三
鎮
（
武
昌
・
漢
口
・
漢
陽
）
陥
落　

 

278

2-77
昭
和
⓮
年
７
月
４
日　

中
村
花
柳
界
が
、
日
中
戦
争
記
念
日
の
七
月
七
日
を
終
日

休
業
に　

 

279

2-78
昭
和
15
年
４
月
９
日　

中
村
町
・
大
野
村
・
山
上
村
・
飯
豊
村
合
同
軍
馬
慰
霊
祭

279

　
　
　

②
太
平
洋
戦
争

2-79
昭
和
17
年
３
月
16
日　

兵
事
に
関
す
る
報
告
（
中
村
町
事
務
報
告
）　 

279

2-80
昭
和
16
～
20
年　
　
　

動
員
・
徴
用
、
村
葬
（
猪
狩
雄
祐
日
誌
）　 

280

2-81
昭
和
⓱
年
１
月
⓮
日　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
の
翌
日
に
中
村
町
で
戦
勝
祝
賀
会
を

予
定　

 

283

2-82
昭
和
17
年
２
月　
　
　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
祝
賀
旗
行
列
の
準
備　

日
立
木
村   

283

　
　

（
七
）
翼
賛
体
制
・
戦
時
体
制

　
　
　

①
防
空
訓
練
・
空
襲

2-83
昭
和
11
年
７
月
19
日　

中
村
町
で
空
襲
防
護
団
組
織　

 

284

2-84
昭
和
14
年
３
月
18
日　

防
空
訓
練
報
告
（
中
村
町
事
務
報
告
）　 

284

2-85
昭
和
14
年
10
月
27
日　

中
村
町
で
実
戦
さ
な
が
ら
の
焼
夷
弾
訓
練　

 

285

　
　
　

②
国
債
貯
金
割
当

2-86
昭
和
13
年
11
月
23
日　

中
村
報
国
貯
金
会  

六
百
余
名
二
千
余
口
に
達
す
好
成
績   

285

2-87
昭
和
15
年
４
月
29
日　

一
戸
当
た
り
四
百
八
十
円　

国
民
貯
蓄
の
割
当　

 

285

2-88
昭
和
16
年
６
月
17
日　

中
村
町
隣
組
の
貯
蓄
割
当
額
決
定　

 

286

2-89
昭
和
17
年
２
月
12
日　

戦
時
公
債
の
完
売
計
画　

日
立
木
村　

 

287

　
　
　

③
勤
労
動
員

2-90
昭
和
13
年
７
月
８
日　

中
村
町
職
業
紹
介
所
の
設
立　

 

288

2-91
昭
和
13
年
11
月
17
日　

中
村
町
営
の
職
業
紹
介
所
が
国
営
に　

 

288

2-92
昭
和
15
年
８
月
22
日　

長
期
戦
態
勢
下
の
労
務
動
員
計
画　

 

289



xii

2-93
昭
和
⓰
年
３
月
⓱
日　

資
源
調
査
な
ら
び
に
国
民
青
年
登
録
の
実
施
（
中
村
町
事

務
報
告
）　 

290

2-94
昭
和
17
年
９
月
８
日　

鉱
山
国
民
勤
労
報
国
隊
編
成
命
令　

 

290

2-95
昭
和
18
年
８
月
20
日　

短
期
女
子
勤
労
奉
仕
隊
編
成　

 

291

2-96
昭
和
19
年
１
月
７
日　

女
子
勤
労
動
員
促
進　

日
立
木
村　

 

293

　
　
　

④
翼
賛
体
制

2-97
昭
和
15
年
10
月
10
日　

新
体
制
で
の
町
内
会
結
成
促
進　

中
村
町　

 

293

2-98
昭
和
15
年
12
月
24
日　

日
立
木
村
の
常
会
に
関
わ
る
諸
規
定　

 

294

2-99
昭
和
16
年
６
月
18
日　

相
馬
郡
下
各
神
社
の
禰
宜
で
青
壮
年
挺
身
隊
結
成　

 

297

　
　
　

⑤
モ
ノ
不
足
・
公
定
価
格
・
闇
取
引

2-100
昭
和
14
年
10
月
３
日　

石
油
不
足
に
つ
い
て
の
陳
情　

山
上
村　

 

297

2-101
昭
和
14
年
12
月
11
日　

ガ
ソ
リ
ン
不
足
に
よ
る
バ
ス
便
数
の
削
減　

 

297

2-102
昭
和
15
年
１
月
19
日　

旧
正
月
を
控
え
て
中
村
地
方
は
砂
糖
不
足　

 

297

2-103
昭
和
15
年
７
月
19
日　

中
元
廃
止
の
徹
底　

中
村
町　

 

298

2-104
昭
和
15
年
９
月
２
日　

も
っ
き
り
酒
の
販
売
時
間
規
制　

 

298

2-105
昭
和
15
年
10
月
１
日　

雑
魚
類
の
価
格
が
上
昇　

 

298

2-106
昭
和
15
年
10
月
１
日　

中
村
町
の
木
炭
対
策　

 

298

2-107
昭
和
⓰
年
６
月
㉚
日　

中
村
町
農
会
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
販
売
を
禁
止
、
隣
組
を
通

じ
て
配
給
へ　

 
299

2-108
昭
和
16
年
８
月
29
日　

旧
盆
虚
礼
廃
止　

飯
豊
村　

 

299

2-109
昭
和
16
年
９
月
30
日　

松
茸
闇
取
引
に
中
村
署
警
戒　

 

299

2-110
昭
和
16
年
10
月
９
日　

野
菜
の
闇
取
引　

 

300

2-111
昭
和
16
年
11
月
18
日　

居
酒
屋
か
ら
コ
ッ
プ
酒
が
消
え
る　

 

300

2-112
昭
和
16
年
12
月
20
日　

中
村
町
で
塩
の
販
売
制
限　

 

300

2-113
昭
和
18
年
９
月
16
日　

麦
増
産
へ　

中
村
の
二
の
丸
運
動
場
開
墾　

 

300

　
　
　

⑥
配
給

2-114
昭
和
15
年
６
月
19
日　

中
村
町
で
砂
糖
配
給
の
切
符
を
配
布　

 

301

2-115
昭
和
15
年
12
月
28
日　

全
国
に
先
駆
け
て
統
制
品
の
共
同
配
給
所
を
組
織　

 

301

2-116
昭
和
16
年
11
月
17
日　

中
村
町
で
清
酒
の
配
給
量
決
定　

 

301

2-117
昭
和
17
年
１
月
28
日　

中
村
署
で
衣
料
購
入
の
切
符
を
交
付　

 

302

2-118
昭
和
17
年
３
月
12
日　

中
村
町
で
菓
子
配
給
の
切
符
制
を
実
施　

 

302

2-119
昭
和
17
年
３
月
16
、
17
日　

菓
子
配
給
方
法
（
二
件
）　 

302

2-120
昭
和
17
年
６
月
23
日　

中
村
町
の
石
鹸
配
給　

 

304

2-121
昭
和
18
年
３
月
９
日　

本
年
の
配
給
取
扱
件
数
（
中
村
町
事
務
報
告
）　 

304

2-122
昭
和
19
年
10
月
21
日　

飯
米
の
配
給　

日
立
木
村　

 

305

　
　
　

⑦
供
出

2-123
昭
和
13
～
20
年　
　
　

供
出
（
猪
狩
雄
祐
日
誌
）　 

305

2-124
昭
和
16
年
３
月
17
日　

政
府
供
出
米
に
関
す
る
事
務
報
告
（
中
村
町
事
務
報
告
）   

308

2-125
昭
和
14
年
５
月
20
日　
「
桑
の
皮
は
ぎ
」
を
始
め
る　

製
紙
・
繊
維
の
原
料
に　

 

308

2-126
昭
和
19
年
１
月
11
日　

桑
皮
生
産
供
出
の
督
励　

 

308

2-127
昭
和
16
、
17
年　
　
　

森
林
伐
採
促
進　

日
立
木
村　

 

309

2-128
昭
和
16
年
10
月
28
日　

中
村
町
の
鉄
銅
類
回
収　

 

310

2-129
昭
和
17
年
９
月
11
日　

梵
鐘
献
納
の
皮
切
り　

歓
喜
寺　

 

311

2-130
昭
和
18
年
７
月
１
日　

銅
像
等
非
常
回
収
の
実
施　

日
立
木
村　

 

311

2-131
昭
和
18
年
５
月
28
日　

鉄
骨
火
の
見
櫓
供
出
に
よ
る
木
造
火
の
見
櫓
再
建
へ　

 

312

2-132
昭
和
18
年
11
月
３
日　

磯
部
村
長
銅
像
の
供
出　

 

312

2-133
昭
和
18
年
２
月
27
日　

中
村
町
農
会
、
供
米
割
当
完
遂
へ
働
き
か
け
る　

 

312

2-134
昭
和
18
年
５
月
11
日　

供
米
完
遂
目
指
し
、
休
養
日
返
上
で
作
業　

中
村
町　

 

312

2-135
昭
和
18
年
７
月
１
日　

中
村
町
の
飯
米
供
出　

目
標
達
成
へ　

 

313



xiii

2-136
昭
和
18
年
12
月
21
日　

管
理
米
売
買
の
違
反
者
を
検
挙　

 

313

2-137
昭
和
19
年
11
月
19
日　

農
民
に
飯
米
供
出
へ
の
奮
起
を
促
す　

 

313

　
　
　

⑧
満
州
移
民

2-138
昭
和
17
年
３
月
19
日　

満
州
開
拓
民
の
内
地
訓
練　

 

314

　
　
　

⑨
森
林
組
合

2-139
昭
和
19
年
４
～
７
月　

森
林
組
合
の
設
立
と
伐
採
計
画
（
三
件
）　

日
立
木
村　

 

314

　
　
　

⑩
磯
部
陸
軍
施
設
工
事

2-140
昭
和
19
年
７
～
12
月　

磯
部
陸
軍
工
事
（
五
件
）　 

316

　
　
　

⑪
国
民
義
勇
隊

2-141
昭
和
20
年
５
月
26
日　

国
民
義
勇
隊　

 

318

　
　
　

⑫
原
釜
の
大
火
と
再
建

2-142
昭
和
19
年
２
月
２
日　

原
釜
の
大
火　

百
五
十
戸
を
全
焼　
 

318

2-143
昭
和
19
年
３
月
３
日　

新
原
釜
の
建
設
へ　

都
市
計
画
を
内
務
省
に
答
申　

 

319

　
　
　

⑬
防
空
壕

2-144
昭
和
19
年
３
月
10
日　

中
村
町
で
防
空
壕
新
設　

 

320

2-145
昭
和
19
年
12
月
25
日　

中
村
町
で
待
避
壕
を
急
速
整
備　

 

320

2-146
昭
和
20
年
２
月
27
日　

国
民
学
校
の
防
空
壕
（
大
野
村
事
務
報
告
）　 

321

2-147
昭
和
20
年
８
月
８
日　

防
空
壕
設
置　

磯
部
村　

 
321

　
　
　

⑭
兵
事
事
務

2-148
昭
和
20
年
11
月
10
日　

在
郷
軍
人
名
簿
の
処
理　

 

321

　
　

三
、
昭
和
前
半
（
戦
後
・
市
制
施
行
前
）

　
　

（
一
）
武
装
解
除

2-149
昭
和
20
年　
　
　
　
　

昭
和
の
刀
狩
り
（
猪
狩
雄
祐
日
誌
）　 

322

　
　

（
二
）
漁
港
、
戦
後
の
修
築

2-150
昭
和
21
年
４
月
５
日　

松
川
浦
漁
港
の
発
展
史　

 

322

2-151
昭
和
21
年
10
月
９
日　

松
川
浦
漁
港
の
第
二
期
修
築
工
事
開
始　

 

324

2-152
昭
和
24
年
２
月
23
日　

も
う
一
息
で
完
成　

松
川
浦
築
港　

 

324

2-153
昭
和
25
年
２
月
15
日　

松
川
浦
漁
港
の
ド
ッ
ク
の
浚
せ
つ　

 

324

　
　

（
三
）
農
政

　
　
　

①
供
出
制
度

2-154
昭
和
21
年　
　
　
　
　

食
糧
危
機
下
の
供
出
（
猪
狩
雄
祐
日
誌
）　 

325

2-155
昭
和
21
年
３
月
26
日　

供
出
不
振
の
農
家
に
勧
告
状　

 

326

2-156
昭
和
21
年
４
月
５
日　

供
出
未
完
遂
悪
質
農
家
に
対
す
る
強
権
発
動
打
ち
合
わ
せ   

326

2-157
昭
和
21
年
４
月
26
日　

供
出
に
応
じ
な
い
な
ら
強
権
発
動
へ　

 

326

2-158
昭
和
21
年
５
月
４
日　

相
馬
郡
の
供
出　

完
遂
の
見
込
み　

 

327

　
　
　

②
農
地
改
革

2-159
昭
和
22
～
25
年　
　
　

日
立
木
村
農
地
委
員
会
会
議
録
（
抄
）　 

327

　
　

（
四
）
中
村
町
、
戦
後
の
ま
ち
づ
く
り

2-160
昭
和
23
年
９
月
５
日　

中
村
町
の
都
市
計
画
案
（
駅
前
土
地
区
画
整
理
）
を
審
議   

331

2-161
昭
和
24
年
11
月
３
日　

中
村
町
の
都
市
計
画
着
工
へ　

 

331

2-162
昭
和
24
年
９
月
９
日　

相
馬
家
が
土
地
八
千
坪
を
寄
付　

 

331

2-163
昭
和
25
年
１
月
１
日　

野
球
場
も
着
工　

中
村
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド　

 

332

　
　

（
五
）
昭
和
の
町
村
合
併

2-164
昭
和
29
年
２
月
14
日　

市
制
実
施
条
件
緩
和
の
う
ち
に
合
併
へ　

 

332

2-165
昭
和
29
年
２
月
16
日　

合
併
町
村
に
特
別
交
付
金　

 

332

2-166
昭
和
29
年
２
月
20
日　

特
別
交
付
金
支
給
で
町
村
合
併
が
急
速
に
進
展　

 

333

2-167
昭
和
29
年
２
月
25
日　
〝
相
馬
市
〟
の
建
設
を
議
決　

 

333



xiv

2-168
昭
和
㉙
年
２
月
㉗
日　

新
市
名
選
定
の
理
由
（
町
村
廃
置
分
合
に
つ
い
て
の
申
請

書
）　 

334

第
二
節　

産　

業

　
　

一
、
海
や
浦
・
川
の
産
業

　
　

（
一
）
漁
業

　
　
　

①
漁
業
一
般
・
漁
況

2-169
大
正
２
年　
　
　
　
　

磯
部
村
漁
業
組
合
の
月
間
漁
獲
高　

 

335

2-170
大
正
８
年
１
、
２
月　

松
川
・
和
田
・
細
田
各
漁
業
組
合
の
漁
獲
高　

 

338

2-171
大
正
12
年
10
月
26
日　

関
東
大
震
災
の
相
馬
地
方
漁
業
へ
の
影
響　

 

340

2-172
昭
和
５
年　
　
　
　
　

磯
部
村
の
漁
業
状
況　

 

340

2-173
昭
和
12
年
３
月
26
日　

中
村
町
の
漁
業
総
覧　

 

340

2-174
昭
和
23
年
３
月
21
日　

戦
後
の
松
川
浦
漁
港
の
水
揚
量
と
公
定
価
格　

 

342

2-175
昭
和
23
年
９
月
27
日　

松
川
浦
漁
港
の
大
型
サ
ン
マ
漁　

 

342

　
　
　

②
養
殖
業

　
　
　

《
海
苔
》

2-176
昭
和
６
年
６
月
17
日　

飯
豊
漁
業
組
合
の
海
苔
養
殖　

 

343

2-177
昭
和
８
年
10
月
30
日　

松
川
海
苔
の
東
京
市
場
進
出　

 
343

2-178
昭
和
13
年
10
月
26
日　

相
馬
海
苔
商
同
業
組
合
の
設
立　

 
343

2-179
昭
和
23
年
２
月
６
日　

県
外
産
海
苔
と
の
価
格
競
争　

 

344

　
　
　

《
ホ
ッ
キ
貝
》

2-180
昭
和
６
年
８
月
23
日　

干
し
ボ
ッ
キ
の
製
造　

 

344

2-181
昭
和
８
年
10
月
７
日　

ホ
ッ
キ
貝
の
缶
詰
製
造　

 

345

2-182
昭
和
８
年
10
月
27
日　

干
し
ボ
ッ
キ
の
満
州
輸
出　

 

345

　
　
　

《
カ
キ
・
ア
サ
リ
》

2-183
昭
和
９
年
10
月
25
日　

カ
キ
の
養
殖　

 

345

2-184
昭
和
29
年
１
月
７
日　

観
光
潮
干
狩
り
と
ア
サ
リ
の
養
殖　

 

346

　
　
　

③
内
水
面
漁
業

2-185
昭
和
８
年　
　
　
　
　

河
川
漁
業
の
概
況　

 

346

　
　
　

④
水
産
加
工

2-186
昭
和
９
年
11
月
29
日　

イ
ワ
シ
加
工
場
の
建
設　

 

347

2-187
昭
和
16
年
12
月
７
日　

イ
ワ
シ
加
工
場
の
増
設　

 

347

　
　
　

⑤
漁
業
組
合

2-188
大
正
５
年
11
月　
　
　

磯
部
漁
業
組
合
の
事
業
報
告　

 

348

2-189
大
正
15
年
４
月
29
日　

相
馬
郡
内
の
漁
業
組
合
一
覧　

 

348

2-190
昭
和
10
年
６
月
24
日　

中
村
町
の
四
漁
業
組
合
、
統
合
へ　

 

349

2-191
昭
和
12
年
３
月
31
日　

漁
獲
物
販
売
の
協
議　

 

349

2-192
昭
和
13
年
５
月
27
日　

共
同
販
売
所
の
完
成　

 

350

2-193
昭
和
24
年
３
月
28
日　

原
釜
に
製
氷
冷
凍
工
場
を
建
設　

 

350

　
　
　

⑥
漁
業
権

2-194
大
正
５
年
９
月
21
日　

密
漁
禁
止
の
請
願　

宇
多
川
鮭
養
殖
組
合　

 

351

2-195
大
正
８
年
２
月
12
日　

松
川
浦
利
用
に
関
す
る
陳
情
書　

松
川
漁
業
組
合　

 

351

2-196
大
正
12
年
７
月
16
日　

漁
業
鑑
札　

 

352

2-197
大
正
12
年
２
月
２
日　

宮
城
県
と
の
漁
場
争
い
①　

 

352

2-198
大
正
12
年
６
月
６
日　

宮
城
県
と
の
漁
場
争
い
②　

 

353

2-199
大
正
12
年
８
月
15
日　

宮
城
県
と
の
漁
場
争
い
③　

 

353

2-200
昭
和
５
年
２
月
15
日　

宮
城
県
と
の
漁
場
争
い
④　

 

354

2-201
昭
和
８
年
12
月
２
日　

宮
城
県
と
の
漁
場
争
い
⑤　

 

354



xv

　
　

（
二
）
製
塩
業

2-202
大
正
８
年
１
月
31
日　

塩
専
売
制
度
下
の
漁
村
に
お
け
る
製
塩
状
況　

 

354

2-203
大
正
８
年
３
月
26
日　

塩
専
売
法
の
改
正
を
求
め
る
請
願
の
意
見
書　

 

355

2-204
昭
和
19
年
４
月
15
日　

相
馬
塩
業
株
式
会
社
の
設
立　

 

355

2-205
昭
和
22
年
２
月
21
日　

塩
田
工
事
の
進
捗
状
況　

 

356

2-206
昭
和
23
年
３
月
16
日　

製
塩
業
の
衰
退　

 

356

　
　

二
、
農
林
畜
産
業

　
　

（
一
）
農
業

　
　
　

①
農
業
一
般

2-207
大
正
３
年　
　
　
　
　

稲
作
に
用
い
た
肥
料
（
大
正
期
）　 

357

2-208
大
正
２
年
９
、
11
月　

水
害
に
よ
る
外
国
米
の
輸
入
量　

 

358

2-209
大
正
４
年
６
月
～
大
正
５
年
６
月　

農
事
日
誌
（
髙
玉
家
）　 

358

2-210
大
正
12
年
12
月
26
日　

関
東
大
震
災
の
農
業
へ
の
影
響　

 

364

2-211
大
正
14
年
６
月
22
日　

田
植
え
の
共
同
作
業　

 

364

2-212
昭
和
６
年
10
月
８
日　

昭
和
六
年
の
冷
害
凶
作　

 

365

2-213
昭
和
６
年
12
月
１
日　

米
の
品
質
改
良　

 

365

2-214
昭
和
８
年
８
月
16
日　

昭
和
八
年
の
干
害
凶
作　

 

366

2-215
昭
和
９
年
６
月
11
日　

水
稲
の
改
良
試
験
田
設
置　

 
366

2-216
昭
和
21
年
度　
　
　
　

農
事
日
誌
（
木
幡
家
）　 

367

2-217
昭
和
24
年
３
月
28
日　

農
村
改
善
運
動
へ
の
取
り
組
み
「
四
Ｈ
ク
ラ
ブ
」
発
足
へ   

369

　
　
　

②
商
品
作
物

2-218
大
正
13
年
11
月
７
日　

大
野
村
の
製
茶
業　

 

369

2-219
（
大
正
～
昭
和
初
期
）　

結
球
白
菜
の
栽
培
方
法　

 

369

2-220
大
正
15
年
３
月
12
日　

葉
タ
バ
コ
栽
培
奨
励
に
対
す
る
反
対
意
見　

 

370

2-221
昭
和
５
年
10
月
30
日　

桑
樹
か
ら
葉
タ
バ
コ
栽
培
へ
の
転
換
奨
励　

 

371

2-222
昭
和
15
年
１
月
16
日　

葉
タ
バ
コ
の
作
付
け　

 

371

　
　
　

③
干
拓
・
開
拓

2-223
大
正
３
年　
　
　
　
　

八
沢
浦
開
墾
に
関
す
る
報
告
書　

 

371

2-224
大
正
３
年　
　
　
　
　

新
沼
浦
干
拓
の
基
本
調
査
書　

 

373

2-225
大
正
13
年
７
月
16
日　

新
沼
浦
干
拓
の
入
植
募
集　

 

374

2-226
昭
和
９
年　
　
　
　
　

新
沼
浦
干
拓
移
住
者
へ
の
補
助　

 

374

2-227
昭
和
12
年
７
月
15
日　

玉
野
た
め
池
工
事
の
反
対
陳
情　

 

375

2-228
昭
和
24
年
５
月
25
日　

戦
後
の
新
沼
浦
干
拓
（
排
水
問
題
）　 

376

2-229
昭
和
24
年
６
月
14
日　

副
霊
山
開
拓　

 

376

　
　
　

④
地
主
・
小
作

2-230
昭
和
22
年
２
月
23
日　

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
地
主
層　

 

376

2-231
大
正
９
年
４
月
８
日　

小
作
証
書
（
大
正
九
年
四
月　

小
作
証
）　 

377

　
　
　

⑤
興
復
社
（
北
海
道
移
住
）

2-232
大
正
９
年　
　
　
　
　

興
復
社
の
事
務
報
告
書　

 

378

　
　
　

⑥
農
業
団
体

2-233
昭
和
17
年
度　
　
　
　

戦
時
中
の
農
会
の
活
動　

 

379

2-234
昭
和
19
年
２
月
19
日　

農
会
・
産
業
組
合
の
農
業
会
へ
の
統
合　

 

380

　
　

（
二
）
林
業

2-235
昭
和
８
年
９
月
８
日　

林
業
経
済
状
態
調
査　

 

381

2-236
昭
和
９
年
８
月
22
日　

玉
野
村
の
製
炭
業　

 

382

2-237
昭
和
24
年
３
月
21
日　

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
造
林
事
業　

 

383

　
　

（
三
）
畜
産

2-238
昭
和
12
年
１
月
14
日　

養
鶏
団
体
の
調
査　

 

383
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2-239
昭
和
10
～
12
年　
　
　

相
馬
郡
畜
牛
畜
産
組
合
の
設
立
（
三
件
）　 

384

2-240
昭
和
12
年
11
月
６
日　

子
牛
の
せ
り　

 

386

2-241
昭
和
13
年
２
月
24
日　

日
中
戦
争
と
軍
馬
増
産　

 

386

　
　

三
、
養
蚕
・
製
糸
業

　
　

（
一
）
養
蚕
業

2-242
大
正
元
年　
　
　
　
　

養
蚕
組
合
生
産
量
一
覧　

 

386

2-243
大
正
６
年
度　
　
　
　

松
ケ
江
村
新
沼
養
蚕
組
合
の
事
業　

 

391

2-244
大
正
９
年
６
月
21
日　

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
反
動
恐
慌
へ
の
養
蚕
組
合
の
対
策

392

2-245
昭
和
４
年
５
月　
　
　

有
限
責
任
中
村
繭
市
場
販
売
利
用
組
合
定
款　

 

392

2-246
昭
和
４
年
６
月
20
日　

中
村
繭
市
場
の
開
設　

 

393

2-247
昭
和
12
年
３
月
６
日　

繭
市
場
か
ら
乾
繭
組
合
へ
の
改
組　

 

394

　
　

（
二
）
製
糸
業

2-248
大
正
６
年
７
月
４
日　

佐
野
製
糸
場
の
繭
買
い
入
れ
①　

 

394

2-249
大
正
７
年
６
月
16
日　

佐
野
製
糸
場
の
繭
買
い
入
れ
②　

 

394

2-250
大
正
９
年
12
月
６
日　

佐
野
製
糸
場
の
休
業　

 

395

2-251
昭
和
10
年
６
月
27
日　

中
村
第
二
製
糸
場
休
業
閉
鎖　

 

395

2-252
昭
和
11
年
７
月
23
日　

中
村
第
二
製
糸
場
、
白
河
製
糸
場
分
工
場
と
し
て
再
開   

395

2-253
昭
和
21
年
３
月
16
日　

鐘
淵
相
馬
工
場
の
操
業　

 
396

　
　

四
、
産
業
組
合

2-254
大
正
15
年
１
月
31
日　

無
限
責
任
松
ケ
江
報
徳
信
用
購
買
組
合
の
事
業
報
告　

 

396

2-255
昭
和
４
年
１
月
31
日　

無
限
責
任
松
ケ
江
報
徳
信
用
購
買
利
用
組
合
の
事
業
報
告   

397

　
　

五
、
産
業
調
査

2-256
大
正
14
年
～
昭
和
５
年　

中
村
町
の
物
産
調
べ　

 

398

　
　

六
、
出
稼
ぎ

2-257
昭
和
12
年　
　
　
　
　

日
立
木
村
の
出
稼
ぎ
調
査　

 

400

　
　

七
、
商
工
業

　
　

（
一
）
商
業
一
般
・
商
況

2-258
大
正
４
年
12
月
30
日　

中
村
町
の
年
末
商
況　

 

403

2-259
大
正
12
年
１
月
27
日　

中
村
町
に
お
け
る
商
取
引
慣
行
の
改
善　

 

403

2-260
昭
和
８
年
10
月
５
日　

中
村
町
物
産
展　

 

403

2-261
昭
和
９
年
３
月
29
日　

不
況
下
の
中
村
町
商
況　

 

404

2-262
昭
和
21
年
３
月
３
日　

戦
災
者
・
海
外
引
揚
者
の
更
生
事
業　

 

404

2-263
昭
和
24
年
２
月
７
日　

相
馬
郡
内
の
企
業
閉
鎖
状
況　

 

404

　
　

（
二
）
諸
会
社

2-264
大
正
２
年
２
月
10
日　

相
馬
商
業
株
式
会
社
の
設
立　

 

405

2-265
大
正
２
年　
　
　
　
　

相
馬
酒
造
株
式
会
社
の
設
立　

 

405

2-266
大
正
６
年
12
月
６
日　

中
村
町
の
新
開
楼
、
営
業
再
開　

 

406

2-267
大
正
７
年
10
月
4
日　

中
村
製
瓦
株
式
会
社
の
事
業
概
況　

 

407

2-268
大
正
13
年
７
月
24
日　

酒
・
醤
油
製
造
高
報
告
書
（
統
計
報
告
）　 

407

2-269
大
正
13
年　
　
　
　
　

相
馬
市
の
醸
造
家
銘
鑑　

 

408

2-270
昭
和
24
年
３
月
14
日　

丸
三
製
紙
株
式
会
社
の
操
業
開
始　

 

408

　
　

（
三
）
金
融

2-271
昭
和
７
年
３
月
６
日　

相
馬
銀
行
の
破
産　

 

408

　
　

（
四
）
米
国
対
日
援
助
見
返
資
金
（
ガ
リ
オ
ア
・
エ
ロ
ア
資
金
）

2-272
昭
和
26
年　
　
　
　
　

米
国
対
日
援
助
見
返
資
金
中
小
企
業
貸
付
申
込
書　

 

409

　
　

（
五
）
商
業
団
体

2-273
昭
和
12
年
５
月
12
日　

中
村
商
業
組
合
の
設
立　

 

411

2-274
昭
和
24
年
３
月
26
日　

中
村
商
工
会
議
所
の
創
立　

 

411
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2-275
昭
和
24
年
度　
　
　
　

中
村
商
工
会
議
所
の
活
動
①　

 

411

2-276
昭
和
25
年
度　
　
　
　

中
村
商
工
会
議
所
の
活
動
②　

 

412

　
　

（
六
）
中
村
電
気
株
式
会
社
の
合
併

2-277
大
正
４
年
７
月
７
日　

中
村
電
気
・
相
馬
電
気
・
磐
城
水
力
電
気
の
合
併
問
題   

413

2-278
大
正
９
年
１
月
17
日　

中
村
電
気
・
相
馬
電
気
・
磐
城
水
力
電
気
の
合
併　

 

414

　
　

（
七
）
亜
炭

2-279
昭
和
21
年
４
月
２
日　

亜
炭
の
需
要
増　

 

414

2-280
昭
和
23
年
６
月
９
日　

亜
炭
の
需
要
減
と
輸
送
問
題　

 

414

　
　

八
、
交
通

　
　

（
一
）
鉄
道

2-281
大
正
８
年
12
月
10
日　

中
村
町
民
の
福
相
鉄
道
期
成
運
動　

 

415

2-282
大
正
８
年
12
月
15
日　

福
相
鉄
道
期
成
同
盟
会
の
結
成　

 

415

2-283
昭
和
２
年
１
月
17
日　

福
相
電
気
鉄
道
株
式
会
社
の
創
立　

 

416

2-284
大
正
10
年
１
月
18
日　

中
原
軽
便
鉄
道
軌
道
敷
設
特
許
願
・
趣
意
書　

 

417

2-285
大
正
⓮
年
２
月
１
日　

中
原
軌
道
株
式
会
社
か
ら
原
釜
電
気
軌
道
株
式
会
社
へ
の

社
名
変
更　

 

418

2-286
昭
和
10
年
３
月
22
日　

相
馬
鉄
道
（
旧
原
釜
電
気
軌
道
）
の
免
許
取
り
消
し
申
請   

419

　
　

（
二
）
バ
ス

2-287
昭
和
10
年
10
月
16
日　

白
石
・
中
村
間
省
営
バ
ス
の
開
通　

 
419

2-288
昭
和
15
年
５
月
22
日　

中
村
・
原
釜
間
バ
ス
の
増
発
陳
情　

 

420

2-289
昭
和
16
年
12
月
７
日　

省
営
バ
ス
原
釜
駅
に
鮮
魚
出
荷
上
屋
建
設　

 

420

2-290
昭
和
22
年
２
月
20
日　

中
村
・
福
島
間
バ
ス
運
行
期
成
同
盟
会
の
発
足　

 

420

　
　

九
、
観
光

　
　

（
一
）
観
光
一
般

2-291
大
正
８
年
７
月
30
日　

原
釜
海
水
浴
場
の
概
況　

 

421

2-292
大
正
14
年
８
月
４
日　

海
水
浴
客
増
加
に
よ
り
臨
時
列
車
運
行
へ　

 

421

2-293
昭
和
12
年
６
月
18
日　

百
尺
観
音
の
観
光
宣
伝　

 

421

2-294
昭
和
24
年
５
月
20
日　

松
川
浦
へ
の
観
光
客
誘
致
の
取
り
組
み　

 

422

　
　

（
二
）
相
馬
野
馬
追

2-295
大
正
６
年
７
月
26
日　

野
馬
追
期
間
の
中
村
駅
乗
降
客　

 

423

2-296
昭
和
12
年
７
月
４
日　

野
馬
追
一
千
年
祭
に
向
け
た
中
村
町
の
準
備　

 

423

2-297
昭
和
13
年
６
月
２
日　

映
画
に
よ
る
野
馬
追
の
観
光
宣
伝
①　

 

423

2-298
昭
和
21
年
10
月
５
日　

戦
後
最
初
の
野
馬
追　

 

424

2-299
昭
和
28
年
７
月
７
日　

映
画
に
よ
る
野
馬
追
の
観
光
宣
伝
②　

 

424

第
三
節　

社　

会

　
　

一
、
地
域
社
会
と
暮
ら
し

　
　

（
一
）
地
域
の
備
え
と
災
害　

2-300
大
正
14
年
４
月　
　
　

日
立
木
村
大
字
柚
木
規
定　

 

425

2-301
（
大
正
６
年
）　　
　
　

飯
豊
村
火
災
予
防
組
合
規
約　

 

425

2-302
大
正
13
年
11
月
15
日　

飯
豊
村
新
田
の
勤
倹
実
行
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ　

 

426

2-303
昭
和
７
年
11
月　

昭
和
七
年
の
中
村
町
新
沼
・
北
小
泉
「
風
水
害
記
念
日
誌
」　 

427

2-304
昭
和
15
年
４
月
14
日　

老
朽
化
し
た
松
川
渡
船
の
新
造
陳
情　

 

428

　
　

（
二
）
中
村
町
の
水
道
布
設

2-305
大
正
５
年
８
月
17
日　

中
村
町
の
水
道
布
設
問
題　

 

428

2-306
大
正
13
年
12
月
５
日　

簡
易
水
道
布
設
の
認
可
申
請　

 

429

2-307
大
正
⓯
年
１
月
㉙
日　

水
道
（
中
村
町
）
と
農
業
用
水
（
飯
豊
村
）
を
め
ぐ
る
対

立
と
調
整　

 

430



xviii

2-308
昭
和
３
年　
　
　
　
　

簡
易
水
道
の
完
成
（
昭
和
二
年
中
村
町
事
務
報
告
）　 

431

　
　

（
三
）
青
年
た
ち
の
活
躍

2-309
大
正
５
年
１
月　
　
　

飯
豊
村
程
田
支
部
青
年
会
則　

 

431

2-310
昭
和
４
年
２
月
～
昭
和
63
年
12
月　

中
野
公
会
堂
建
設
史　

 

433

2-311
昭
和
６
年
８
月
20
日　

中
野
青
年
団
の
無
縁
仏
供
養
祭　

 

456

2-312
昭
和
10
年
３
月
６
日　

中
野
処
女
会
の
修
養
会　

 

457

2-313
昭
和
13
年
11
月
６
日　

中
野
女
子
青
年
団
員
の
稲
刈
り
奉
仕　

 

457

2-314
昭
和
14
年
８
月
21
日　

中
野
青
年
団
に
よ
る
戦
線
報
告
座
談
会
の
開
催　

 

457

2-315
昭
和
⓮
年
８
月
㉓
日　

中
野
青
年
団
に
よ
る
戦
没
兵
士
慰
霊
祭
・
無
縁
仏
供
養
及

び
戦
線
報
告
座
談
会　

 

457

2-316
昭
和
15
年
３
月
22
日　

中
野
女
子
青
年
団
に
よ
る
帰
還
兵
士
の
慰
労
会　

 

457

2-317
昭
和
23
年
４
月
１
日　

飯
豊
村
程
田
青
年
分
会
則　

 

458

2-318
昭
和
21
年
４
月
４
日　

程
田
青
年
分
団
の
慰
安
演
芸
会　
 

459

　
　

二
、
地
域
社
会
と
宗
教

　
　

（
一
）
大
正
期
の
仏
教

2-319
大
正
８
年
10
月
３
日　

民
力
涵
養
講
演
会
の
開
催　

 

461

2-320
大
正
11
年
12
月　
　
　

歓
喜
寺
諸
堂
宇
大
営
繕
の
寄
付
勧
募　

 

461

　
　

（
二
）
霊
山
を
め
ぐ
る
動
き

2-321
大
正
14
年
12
月
７
日　

霊
山
登
山
者
歓
迎
会
の
設
立　

 
462

2-322
昭
和
17
年
１
月
26
日　

霊
山
神
社
の
境
内
地
整
備
計
画　

 

463

　
　

（
三
）
戦
争
の
時
代
と
宗
教

2-323
大
正
11
年
４
月　
　
　

忠
魂
碑
の
建
立　

 

463

2-324
昭
和
13
年
12
月
27
日　

戦
時
期
の
歳
旦
祭　

 

464

2-325
昭
和
14
年
11
月
23
、
24
日　

戦
時
期
の
村
と
神
社
（
猪
狩
雄
祐
日
誌
）　 

464

2-326
昭
和
16
年
７
月　
　
　

出
征
の
一
風
景　

 

465

　
　

（
四
）
戦
前
・
戦
中
の
諸
相

2-327
昭
和
４
年
旧
９
月　
　

氏
子
青
年
と
初
発
会　

 

465

2-328
昭
和
９
年
５
月　
　
　

葬
式
組
（
百
槻
）
の
取
り
決
め　

 

466

2-329
昭
和
15
年　
　
　
　
　

諏
訪
神
社
（
黒
木
）
の
雨
乞
い　

 

467

　
　

（
五
）
戦
後
の
諸
相

2-330
昭
和
23
年
７
月
21
日　

相
双
仏
教
会
の
結
成　

 

467

2-331
昭
和
24
年
10
月
２
日　

相
馬
神
社
の
例
祭　

 

467

2-332
昭
和
28
年
11
月
18
日　

百
尺
観
音
の
後
援
会
発
足　

 

468

第
四
節　

教　

育

　
　

一
、
大
正
期
に
お
け
る
教
育
の
多
様
化
と
拡
充

　
　

（
一
）
中
村
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
『
学
校
通
信
』
の
発
刊
と
情
報
発
信

2-333
大
正
５
年
11
月　
　
　

中
村
第
一
・
第
二
尋
常
高
等
小
学
校
連
合
運
動
会
の
様
子   

469

　
　

（
二
）
相
馬
高
等
女
学
校
の
創
立
と
県
立
移
管

2-334
大
正
11
年
８
月
５
日　

平
泉
弘
人
「
相
馬
女
学
校
た
よ
り
」　 

470

2-335
大
正
11
年
10
月
27
日　

相
馬
高
等
女
学
校
の
県
立
移
管
問
題　

 

471

　
　

（
三
）
青
年
期
教
育
の
整
備
と
拡
充

2-336
明
治
39
年
１
月
～
45
年
１
月　

日
露
戦
後
に
普
及
し
た
補
習
学
校
の
姿　

 

472

2-337
大
正
４
年
12
月
25
日　

相
馬
補
習
教
育
方
針　

二
〇
歳
迄
は
必
ず
夜
学　

 

472

2-338
大
正
10
年
10
月
２
日　

青
年
団
・
小
女
会
（
処
女
会
）
の
総
会　

 

473

　
　

（
四
）
福
島
県
薫
陶
園
の
創
立
と
事
業
展
開

2-339
大
正
２
年　
　
　
　
　

福
島
県
薫
陶
園
の
沿
革
概
要　

 

473

2-340
大
正
５
年
12
月　
　
　

大
正
五
年
十
二
月
現
在　

福
島
県
薫
陶
園
一
覧
表　

 

475



xix

　
　

（
五
）
校
長
会
や
教
員
研
究
会
の
活
発
化

2-341
大
正
９
年
12
月
５
日　

相
馬
郡
小
学
校
長
会　

郡
役
所
に
て
開
催　

 

475

2-342
大
正
４
年
10
月
15
日　

相
馬
中
学
校
と
小
学
校
と
の
連
合
研
究
会　

 

476

　
　

二
、
恐
慌
と
戦
争
に
よ
る
教
育
活
動
の
変
転
（
昭
和
戦
前
期
）

　
　

（
一
）
生
活
綴
方
・
郷
土
教
育

2-343
昭
和
11
年
３
月
24
日　

綴
方
教
師　

武
藤
要
の
実
践　

 

479

2-344
昭
和
６
年
10
月
13
日　

相
馬
郡
教
育
会
の
「
郡
民
性
調
査
」　 

480

2-345
昭
和
10
年
５
月
31
日　
『
相
馬
郷
土
読
本
』
の
編
さ
ん　

 

481

　
　

（
二
）
国
民
学
校
教
育

2-346
（
昭
和
16
～
20
年
）　　

国
民
学
校
令
下
の
皇
国
民
錬
成
の
姿　

 

481

2-347
昭
和
16
年
５
月
11
日　

中
村
第
二
国
民
学
校
（
女
子
校
）
の
錬
成
の
姿　

 

483

2-348
昭
和
46
年
７
月　
　
　

疎
開
児
童
の
受
け
入
れ　

 

483

　
　

（
三
）
青
年
教
育
・
職
業
教
育
・
感
化
教
育

2-349
大
正
⓯
年
７
月
１
日
～
昭
和
⓱
年
３
月
２
日　

飯
豊
村
青
年
訓
練
所
・
飯
豊
村
青

年
学
校
の
沿
革
概
要　

 

484

2-350
昭
和
⓯
年
⓬
月
⓮
日　

中
村
実
践
女
子
青
年
学
校
か
ら
中
村
高
等
女
子
職
業
学
校

へ
の
改
称
・
改
組　

 

485

2-351
昭
和
19
年
３
月
20
日　

女
子
の
勤
労
動
員　

 

485

2-352
昭
和
18
年
度　
　
　
　

昭
和
十
八
年
度　

福
島
県
薫
陶
園
要
覧　

 
486

　
　

（
四
）
報
徳
教
育
と
報
徳
運
動

2-353
昭
和
10
年
10
月
24
日　

報
徳
講
演
会　

 

488

2-354
昭
和
10
年
12
月　
　
　

昭
和
初
期
に
お
け
る
報
徳
運
動
の
再
燃　

 

488

2-355
昭
和
11
年　
　
　
　
　

中
村
第
二
尋
常
高
等
小
学
校
の
報
徳
教
育　

 

490

2-356
昭
和
16
年
７
月
31
日　

報
徳
訓
を
朗
唱
し
て
の
勤
労
作
業　

 

493

　
　

（
五
）
幼
児
教
育
の
黎
明

2-357
昭
和
５
～
50
年　
　
　

昭
和
戦
前
期
の
中
村
幼
稚
園
学
事
一
覧　

 

493

2-358
昭
和
５
年
４
月
26
日　

中
村
町
に
幼
稚
園
設
立
の
計
画　

 

497

2-359
昭
和
６
年
６
月
17
日　

中
村
報
徳
保
育
園
の
開
設　

 

497

2-360
昭
和
15
年
６
月
15
日　

大
野
村
の
農
繁
託
児
所　

 

497

第
三
章　

現
代
の
相
馬　

 

499

第
一
節　

行　

政

　
　

一
、
市
長
選
挙
、
市
政
の
課
題
と
行
政
計
画

3-1
昭
和
29
年
３
月
28
日　

市
制
施
行
直
前
の
首
長
ら
に
よ
る
座
談
会　

 

501

3-2
昭
和
30
年
12
月
25
日　

軌
道
に
乗
る
総
合
的
な
市
運
営　

 

504

3-3
昭
和
31
年
10
月
５
日　

山
上
地
区
民
大
会　

市
長
リ
コ
ー
ル
に
踏
み
切
る　

 

504

3-4
昭
和
32
年
８
月
11
日　

市
長
リ
コ
ー
ル
問
題
の
解
決　

 

505

3-5
昭
和
33
年
１
月
20
日　

相
馬
市
長
に
佐
藤
氏
（
第
二
回
相
馬
市
長
選
挙
結
果
）   

505

3-6
昭
和
34
、
35
年　
　
　

新
市
建
設
基
本
計
画
書
の
作
成
経
過　

 

506

3-7
昭
和
㊲
年
１
月
⓯
日　

相
馬
市
長
に
横
山
氏
返
り
咲
く
（
第
三
回
相
馬
市
長
選
挙

結
果
）　 

507

3-8
昭
和
39
年　
　
　
　
　

新
市
建
設
実
施
計
画
書　

 

508

3-9
昭
和
44
年
度　
　
　
　

市
勢
振
興
五
ヵ
年
計
画　

 

511

3-10
昭
和
48
年
12
月
24
日　

相
馬
市
長
に
浜
名
氏
（
第
六
回
相
馬
市
長
選
挙
結
果
）　 

512

3-11
昭
和
㊿
年
２
月
⓮
日　

相
馬
市
総
合
計
画
案
策
定　
「
海
と
緑
の
健
康
都
市
」
を
目

指
す　

 

513

3-12
昭
和
�
年
⓬
月
㉑
日　

相
馬
市
長
に
今
野
氏
（
第
七
回
相
馬
市
長
選
挙
結
果
）　

初

の
革
新
市
長
誕
生　

 

513

3-13
昭
和
52
年
12
月
22
日　

今
野
氏
が
抱
負
「
市
民
総
参
加
の
市
政
を
」　 

515



xx

3-14
昭
和
60
年
５
月
15
日　

第
二
次
相
馬
市
総
合
計
画
策
定
へ　

 

515

3-15
平
成
元
年
12
月
26
日　

今
野
市
政
四
期
目
の
課
題　

商
業
近
代
化　

 

516

3-16
平
成
元
年
12
月
27
日　

今
野
市
政
四
期
目
の
課
題　

相
馬
地
域
総
合
開
発　

 

517

3-17
平
成
５
年
12
月
22
日　

今
野
市
政
五
期
目
の
課
題　

高
速
交
通
網
の
整
備　

 

519

3-18
平
成
５
年
12
月
24
日　

今
野
市
政
五
期
目
の
課
題　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実

520

3-19
平
成
⓭
年
３
月　
　
　

第
三
次
相
馬
市
総
合
計
画「
活
力
あ
ふ
れ
る
創
造
的
な
交
流
・

循
環
都
市
」
を
目
指
す　

 

521

3-20
平
成
13
年
12
月
13
日　

相
馬
市
政
の
課
題　

企
業
誘
致　

 

522

3-21
平
成
13
年
12
月
24
日　

相
馬
市
長
に
立
谷
氏
（
第
一
三
回
相
馬
市
長
選
挙
結
果
）   

523

3-22
平
成
13
年
12
月
25
日　

相
馬
市
長
選　

開
発
型
に
決
別
求
め
た
民
意
反
映　

 

524

3-23
平
成
14
年
１
月
20
日　

立
谷
市
政
開
始　

地
方
独
自
の
施
策
を
立
案
・
実
行
へ   

525

3-24
平
成
15
年
12
月
19
日　

立
谷
市
政
三
年
目
の
課
題　

市
職
員
の
意
識
改
革　

 

527

3-25
平
成
15
年
12
月
20
日　

立
谷
市
政
三
年
目
の
課
題　

市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り   

528

　
　

二
、
市
役
所
の
行
政
機
構
と
行
財
政
改
革

3-26
昭
和
29
年
３
月
31
日　

相
馬
市
事
務
分
掌
条
例
の
制
定　
（
八
課
体
制
）　 

530

3-27
昭
和
31
年
１
月
８
日　

新
市
建
設
五
ヵ
年
計
画
実
現
に
向
け
て　

 

530

3-28
昭
和
40
年
９
月
25
日　

相
馬
市
課
設
置
条
例
の
制
定
へ　

市
制
施
行
後
初
の
機
構

提
出　
　
　
　
　
　
　

改
革
（
八
課
体
制
）　 

531

3-29
昭
和
46
年
３
月
10
日　

相
馬
市
部
設
置
条
例
の
制
定
へ　

機
構
改
革
（
三
部
一
室

提
出　
　
　
　
　
　
　

体
制
）　 
532

3-30
昭
和
48
年
２
月
22
日　

相
馬
市
役
所
で
火
災　

 

533

3-31
昭
和
㊽
年
８
月
９
日　

相
馬
市
役
所
新
庁
舎
建
設
敷
地　

中
村
城
跡
内
に
反
対
の

議
決　

 

534

3-32
昭
和
49
年
１
月
４
日　

相
馬
市
役
所
で
再
び
火
災　

 

535

3-33
昭
和
51
年
５
月
24
日　

相
馬
市
役
所
新
庁
舎
が
完
成　

 

535

3-34
昭
和
53
年
９
月
22
日　

相
馬
市
部
設
置
条
例
の
制
定
へ　

機
構
改
革
（
五
部
一
室

提
出　
　
　
　
　
　
　

体
制
）　 

536

3-35
平
成
８
年
１
月
11
日　

一
八
年
ぶ
り
に
機
構
改
革
へ
（
福
祉
部
を
新
設
）　 

537

3-36
平
成
⓭
年
１
月
㉛
日　

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
今
野
市
長
が
持
論
「
相
馬
・
鹿
島
・

新
地
で
合
併
す
べ
き
」　 

538

3-37
平
成
14
年
11
月
30
日　

相
馬
地
方
六
市
町
村　

相
馬
地
方
任
意
合
併
協
議
会
設
置
へ

538

3-38
平
成
⓯
年
７
月
⓬
日　

相
馬
地
方
任
意
合
併
協
議
会
解
散　

合
併
の
枠
組
み
を
再

検
討　

 

539

3-39
平
成
15
年
９
月
５
日　

相
馬
市　

財
政
非
常
事
態
宣
言
へ　

 

540

3-40
平
成
15
年
11
月
23
日　

相
馬
市
機
構
改
革
実
施
へ
（
企
画
政
策
部
な
ど
を
設
置
）   

540

3-41
平
成
⓰
年
３
月
⓬
日　

財
政
再
建
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
策
定
で
き
な
い　

財
源
確
保
に

苦
慮　

 

541

　
　

三
、
港
湾
整
備
と
相
馬
地
域
総
合
開
発

3-42
昭
和
29
年
６
月
14
日　

松
川
浦
総
合
開
発
計
画
の
請
願
書　

 

541

3-43
昭
和
㉛
年
６
月
⓮
日　

原
釜
避
難
港
及
び
商
港
期
成
同
盟
促
進
運
動
計
画
に
関
す

る
陳
情
書　

 

543

3-44
昭
和
㉞
年
５
月
⓭
日　

原
釜
に
大
避
難
港
の
建
設
計
画　

産
業
開
発
・
工
場
誘
致

の
基
幹
と
し
て
も
期
待　

 

544

3-45
昭
和
39
年
７
月
31
日　

相
馬
臨
海
工
業
地
区
の
現
状　

基
盤
整
備
が
先
決
問
題   

545

3-46
昭
和
40
年
６
月
10
日　

松
川
浦
が
浅
海
漁
場
開
発
区
域
に　

 

546

3-47
昭
和
㊻
年
⓾
月
⓾
日　

松
川
浦
漁
港
を
拡
張
し
て
外
洋
漁
港
へ  

消
え
ゆ
く
原
釜
・

尾
浜
海
水
浴
場　

 

546

3-48
昭
和
㊼
年
６
月
５
日　

相
馬
地
域
総
合
開
発
計
画
策
定
へ　

相
馬
港
を
整
備
し
無

公
害
工
場
を
誘
致　

 

547

3-49
昭
和
㊼
年
６
月
⓬
日　

磯
部
漁
港
で
ホ
ッ
キ
漁
が
で
き
な
い　

漁
港
指
定
へ
働
き

か
け　

 

548

3-50
昭
和
㊼
年
８
月　
　
　

相
馬
青
年
会
議
所
が
第
一
回
市
民
会
議
を
開
催　

相
馬
開

発
な
ど
へ
問
題
提
起　

 

549

3-51
昭
和
48
年
５
月
１
日　

松
川
浦
新
漁
港
建
設
計
画
と
問
題
点　

 

550
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3-52
昭
和
48
年
８
月
20
日　

松
川
浦
浅
海
漁
場
開
発
事
業　

急
ピ
ッ
チ
で
進
む　

 

552

3-53
昭
和
49
年
２
月
６
日　

相
馬
地
域
総
合
開
発
計
画
に
関
す
る
陳
情
書
（
塚
部
）　 

553

3-54
昭
和
49
年
２
月
26
日　

新
沼
干
拓
地
区
土
地
買
収
反
対
に
つ
い
て
の
請
願
書　

 

554

3-55
昭
和
�
年
９
月
８
日　

相
馬
地
域
総
合
開
発　

県
政
の
課
題　

第
三
次
全
国
総
合

開
発
計
画
の
定
住
構
想
実
現
へ　

 

555

3-56
昭
和
52
年
９
月
９
日　

相
馬
地
域
総
合
開
発　

開
発
元
年　

 

556

3-57
昭
和
53
年
２
月
26
日　

真
野
ダ
ム
建
設　

昭
和
五
十
五
年
度
着
工
へ
大
き
く
前
進   

558

3-58
昭
和
55
年
４
月
22
日　

石
炭
火
力
発
電
所
建
設
へ  

相
馬
地
域
総
合
開
発
の
〝
核
〟
に

559

3-59
昭
和
�
年
１
月
㉑
日　

相
馬
地
域
総
合
開
発
始
動　

地
域
振
興
整
備
公
団
事
業
採

択
へ　

 

560

3-60
昭
和
56
年
２
月
５
日　

相
馬
地
域
総
合
開
発　

地
元
経
済
界
は
積
極
姿
勢　

 

562

3-61
昭
和
56
年
２
月
７
日　

相
馬
地
域
総
合
開
発　

表
立
っ
た
反
対
運
動
な
し　

 

564

3-62
昭
和
56
年
３
月
28
日　

相
馬
港　

全
国
初
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
港
湾
指
定　

 

566

3-63
昭
和
58
年
３
月
１
日　

相
馬
地
域
開
発
地
区
除
外
に
関
す
る
陳
情
書
（
新
沼
）　 

566

3-64
昭
和
�
年
９
月
２
日　

相
馬
地
域
総
合
開
発　

中
核
工
業
団
地
へ
の
企
業
進
出
が

成
否
の
カ
ギ　

 

568

3-65
昭
和
62
年
３
月
20
日　

相
馬
中
核
工
業
団
地
が
起
工　

 

569

3-66
平
成
５
年
９
月
４
日　

大
野
台
浄
水
場
が
起
工　

 

570

3-67
平
成
６
年
４
月
⓮
日　

相
馬
中
核
工
業
団
地
の
第
一
期
造
成
工
事
完
了　

日
本
初

の
電
源
地
帯
工
業
団
地　

 
570

3-68
平
成
７
年
３
月
⓰
日　

松
川
浦
大
橋
開
通
へ　

原
釜
・
尾
浜
地
区
と
磯
部
地
区
を

結
ぶ　

 

571

3-69
平
成
７
年
９
月
19
日　

相
馬
地
域
総
合
開
発　

バ
ブ
ル
崩
壊
で
進
ま
ぬ
企
業
立
地

572

3-70
平
成
７
年
９
月
㉑
日　

相
馬
地
域
総
合
開
発　

国
内
最
大
出
力
を
誇
る
石
炭
火
発

頼
み　

 

573

3-71
平
成
９
年
７
月
５
日　

石
川
島
播
磨
重
工
業　

相
馬
市
に
新
工
場
建
設
、
地
元
雇

用
創
出
へ　

 

574

3-72
平
成
12
年
４
月
21
日　

松
川
浦
新
漁
港
の
完
成
祝
う　

 

575

　
　

四
、
都
市
計
画
、
火
葬
場
建
設
地
紛
争
、
津
波
防
災

　
　

（
一
）
都
市
計
画

3-73
昭
和
29
年
６
月
23
日
提
出　

中
村
駅
前
土
地
区
画
整
理
協
議
会
条
例
の
制
定
へ   

576

3-74
昭
和
49
年
６
月
８
日
提
出　

相
馬
市
都
市
公
園
条
例
の
制
定
へ　

 

576

3-75
昭
和
㊻
年
９
月
⓲
日
提
出　

川
沼
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
に
関
す
る
条
例
の
制

定
へ　

 

577

3-76
昭
和
㊾
年
⓫
月
２
日　

刈
敷
田
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
構
想
固
ま
る　

集
会
所
や
児
童

公
園
も
建
設　

 

578

3-77
昭
和
50
年
１
月
９
日　

川
沼
土
地
区
画
整
理
事
業　

工
期
を
五
年
延
長　

 

579

3-78
昭
和
54
年
２
月
13
日　

相
馬
駅
東
土
地
区
画
整
理
事
業
が
始
動　

 

579

3-79
昭
和
59
年
３
月
３
日　

市
営
住
宅
刈
敷
田
団
地
が
落
成　

鉄
筋
四
階
建
て　

 

581

3-80
平
成
４
年
11
月
21
日　

市
街
地
再
開
発
へ　

交
差
す
る
東
西
線
・
田
町
通
り
を
整
備

581

3-81
平
成
８
年
３
月
26
日　

馬
場
野
住
宅
団
地
が
完
成　

市
初
の
分
譲
住
宅
地　

 

582

3-82
平
成
11
年
11
月
18
日　

相
馬
駅
東
土
地
区
画
整
理
事
業
が
終
了　

一
部
で
住
所
変
更

583

　
　

（
二
）
火
葬
場
建
設
地
紛
争

3-83
昭
和
55
年
４
月
７
日　

黒
木
地
区
火
葬
場
建
設
予
定
地
の
変
更
を
求
め
る
陳
情
書

583

3-84
昭
和
�
年
⓬
月
４
日　

坪
田
地
区
火
葬
場
建
設
計
画
を
県
が
承
認　

反
対
同
盟
は

提
訴
の
構
え　

 

584

3-85
昭
和
61
年
３
月
３
日　

坪
田
地
区
火
葬
場
建
設
進
捗
状
況　

 

585

3-86
昭
和
61
年
３
月
５
日　

坪
田
地
区
火
葬
場
建
設
事
業
費
の
新
年
度
予
算
可
決　

 

585

3-87
昭
和
62
年
９
月
２
日　

坪
田
地
区
火
葬
場
建
設
阻
止
行
動　

 

585

3-88
昭
和
�
年
⓬
月
３
日　

坪
田
地
区
火
葬
場
建
設
、
未
明
の
着
工
強
行
は
失
敗　

火

葬
場
建
設
促
進
特
別
委
員
会
を
招
集　

 

586

3-89
平
成
元
年
６
月
６
日　

第
一
回
火
葬
場
建
設
促
進
懇
話
会
概
要　

 

587

3-90
平
成
３
年
10
月
23
日　

赤
木
地
区
へ
の
火
葬
場
建
設
に
係
る
協
定
書
（
写
し
）　 

589
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3-91
平
成
３
年
11
月
５
日　

火
葬
場
問
題　

計
画
策
定
か
ら
一
一
年
目
の
決
着　

 

590

3-92
平
成
３
年
⓫
月
６
日　

火
葬
場
問
題　

嫌
忌
施
設
受
け
入
れ
の
代
償
と
し
て
地
域

振
興
金
交
付　

 

591

3-93
平
成
７
年
７
月
１
日　

赤
木
地
区
の
火
葬
場
建
設
に
着
工　

 

592

　
　

（
三
）
津
波
防
災

3-94
昭
和
55
年
９
月
６
日　

県
総
合
防
災
訓
練　

初
の
船
舶
訓
練
も
実
施
へ　

 

593

3-95
昭
和
�
年
８
月
⓴
日　

地
震
・
津
波
対
策
講
習
会
の
開
催　

地
震
と
津
波
は
一
体

で
考
え
る
べ
き　

 

593

3-96
平
成
８
年
３
月
７
日　

地
震
・
津
波
訓
練　

松
川
浦
に
面
し
た
松
川
地
区
で
実
施   

594

3-97
平
成
11
年
２
月
26
日　

相
馬
市
地
域
防
災
計
画
の
改
正　

震
災
対
策
編
を
追
加   

595

3-98
平
成
⓬
年
３
月
⓰
日　

相
馬
市
初
の
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成　

津
波
時
の
一
時
避
難

所
も
記
載　

 

595

3-99
平
成
⓬
年
８
月
㉛
日　

県
総
合
防
災
訓
練
を
相
馬
港
な
ど
で
実
施　

津
波
を
想
定

し
、
三
万
人
が
参
加　

 

596

3-100
平
成
⓮
年
８
月
㉘
日　

自
主
防
災
組
織
が
年
々
増
加　

平
成
十
四
年
度
中
に
全
行

政
区
で
の
結
成
を
目
指
す　

 

596

第
二
節　

産　

業

　
　

一
、
海
や
浦
・
川
の
産
業　

　
　

（
一
）
漁
業
・
養
殖
業

3-101
昭
和
35
年
５
月
３
日　

ノ
リ
の
養
殖
と
赤
潮
対
策　

松
川
浦　

 
598

3-102
昭
和
39
年
９
月
11
日　

漁
業
災
害
補
償
制
度
の
開
始　

 

598

3-103
昭
和
43
年
３
月
10
日　

沿
岸
漁
業
の
様
子　

原
釜　

 

600

3-104
昭
和
48
年
３
月
７
日　

ノ
リ
出
荷
の
様
子　

松
川
浦　

 

602

3-105
昭
和
48
年
３
月
14
日　

松
川
漁
港
の
活
気
と
女
性
の
活
躍　

 

602

3-106
昭
和
49
年
６
月
15
日　

漁
船
の
燃
料
高
騰
（
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
）　 

603

3-107
昭
和
㊿
年
５
月
㉖
日　

水
産
資
源
保
護
の
取
り
組
み
（
ホ
ッ
キ
貝
増
殖
計
画
）
磯

部
漁
協　

 

603

3-108
昭
和
52
年
11
月
17
日　

漁
業
無
線
の
拡
充　

相
馬
原
釜
漁
協　

 

604

3-109
昭
和
58
年
２
月
２
日　

ズ
ワ
イ
ガ
ニ
（
松
葉
ガ
ニ
）
漁
の
活
況　

相
馬
原
釜
漁
協

605

　
　

（
二
）
漁
業
組
合

3-110
昭
和
54
年
～
平
成
３
年　

宇
多
川
さ
け
事
業
化
検
討
委
員
会
等
経
過　

 

606

3-111
平
成
２
年　
　
　
　
　

宇
多
川
鮭
増
殖
組
合
規
約　

 

607

3-112
平
成
10
年　
　
　
　
　

松
川
浦
の
漁
協
合
併
に
つ
い
て　

 

608

3-113
平
成
15
年　
　
　
　
　

相
馬
双
葉
漁
業
協
同
組
合
の
合
併
及
び
事
業
経
営
計
画
書   

610

　
　

（
三
）
製
塩
業

3-114
昭
和
31
年
２
月
18
日　

相
馬
塩
業
株
式
会
社
が
操
業
再
開
へ　

 

613

3-115
昭
和
33
年
８
月
24
日　

東
北
開
発
株
式
会
社　

相
馬
塩
業
株
式
会
社
に
経
営
協
力   

614

3-116
昭
和
34
年
10
月
21
日　

塩
の
過
剰
生
産
と
塩
業
整
理　

 

614

3-117
昭
和
35
年
４
月　
　
　

塩
業
整
備
臨
時
措
置
法
と
相
馬
塩
業
株
式
会
社
の
廃
業   

615

　
　

二
、
農
林
畜
産
業
と
養
蚕
、
市
場

　
　

（
一
）
農
業

3-118
昭
和
40
年
３
月
４
日　

不
順
な
天
候
へ
の
対
応　

稲
作
技
術
対
策　

 

617

3-119
昭
和
44
年
８
月
１
日　

広
ま
る
キ
ュ
ウ
リ
栽
培　

水
田
転
換
作
物
へ　

 

617

3-120
昭
和
55
年
６
月
30
日　

ハ
ト
ム
ギ
栽
培
の
始
ま
り　

水
田
利
用
再
編
対
策　

 

618

3-121
昭
和
55
年
８
月
８
日　

記
録
的
な
冷
夏　

心
配
さ
れ
る
農
業
へ
の
影
響　

 

619

3-122
昭
和
58
年
11
月
15
日　

セ
リ
栽
培
と
出
荷
の
様
子　

椎
木　

 

620

3-123
昭
和
63
年
５
月
15
日　

県
内
初
の
大
規
模
ほ
場
整
備　

今
田　

 

621

　
　

（
二
）
果
樹

3-124
昭
和
34
年
10
月
21
日　

イ
チ
ゴ
の
栽
培
指
針　

 

622



xxiii

3-125
昭
和
56
年
２
月
６
日　

ナ
シ
団
地
の
造
成　

磯
部　

 

623

3-126
昭
和
56
年
４
月
20
日　

イ
チ
ゴ
の
出
荷
の
様
子　

和
田　

 

623

　
　

（
三
）
農
業
用
水

3-127
昭
和
㊾
年
１
月
⓲
日　

不
足
す
る
農
業
用
水　

雨
が
降
ら
ず
、
た
め
池
の
水
位
が

下
が
る　

 

624

3-128
昭
和
53
年
11
月
16
日　

鴻
ノ
巣
ダ
ム
の
完
工
式　

農
業
用
水
の
確
保　

 

625

3-129
平
成
８
年
２
月
15
日　

松
ケ
房
ダ
ム
の
貯
水
式　

慢
性
的
な
農
業
用
水
不
足
解
消
へ

625

　
　

（
四
）
養
蚕

3-130
昭
和
30
年
12
月
22
日　

蚕
糸
増
産
の
努
力　

 

626

3-131
昭
和
41
年
５
月
18
日　

機
械
化
す
る
桑
園
管
理　

 

627

　
　

（
五
）
林
業

3-132
昭
和
43
年
１
月
30
日　

相
馬
地
方
森
林
組
合
の
発
足　

 

628

3-133
昭
和
45
年
１
月
16
日　

日
本
初
の
ナ
メ
コ
生
産
一
括
管
理　

 

629

　
　

（
六
）
畜
産

3-134
昭
和
41
年
６
月
２
日　

副
霊
山
の
酪
農
の
様
子　

 

630

3-135
昭
和
42
年
８
月
18
日　

伸
び
る
牛
乳
需
要　

 

631

　
　

（
七
）
農
業
協
同
組
合

3-136
昭
和
61
年
１
月
23
日　

相
馬
市
農
協
と
副
霊
山
農
協
の
合
併　

 
632

3-137
昭
和
61
年
12
月
２
日　

養
蚕
農
業
協
同
組
合
の
合
併　

大
野
・
八
幡
・
山
上　

 
632

3-138
平
成
８
年
３
月
４
日　

そ
う
ま
農
業
協
同
組
合
（
Ｊ
Ａ
そ
う
ま
）
の
発
足　

 

632

　
　

（
八
）
市
場

3-139
昭
和
32
年
11
月
17
日　

青
果
市
場
の
発
足
と
せ
り
の
様
子　

 

633

3-140
昭
和
53
年
12
月
11
日　

水
産
物
公
設
市
場
創
設
に
関
す
る
陳
情
書　

 

634

3-141
平
成
５
年
８
月
24
日　

相
馬
総
合
卸
売
市
場
の
完
成　

第
三
セ
ク
タ
ー
が
運
営   

636

　
　

三
、
商
工
業

　
　

（
一
）
地
元
の
商
業

3-142
昭
和
41
年
１
月
24
日　

躍
進
す
る
相
馬
あ
ら
れ　

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
で
売
り
上
げ
好
調   

637

3-143
昭
和
44
年
10
月
１
日　

家
具
製
造
の
経
営
合
理
化　

相
馬
家
具
工
業
協
同
組
合   

638

3-144
昭
和
43
年
11
月
20
日　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
造
船
の
始
ま
り　

松
川
造
船
所　

 

639

3-145
昭
和
48
年
３
月
30
日　

駅
前
に
農
協
会
館
移
転　

ス
ー
パ
ー
併
設　

 

640

3-146
昭
和
52
年
６
月
３
日　

フ
ジ
コ
シ
の
移
転
計
画　

 

640

3-147
昭
和
�
年
⓫
月
４
日　

岐
路
に
立
つ
三
商
店
街
（
栄
町
・
田
町
・
大
町
）
県
の
経

営
診
断
報
告　

 

641

3-148
昭
和
�
年
９
月
⓮
日　

銀
行
支
店
名
の
一
斉
変
更　
「
中
村
支
店
」
か
ら
「
相
馬
支

店
」
へ　

 

643

3-149
昭
和
�
年
８
月
⓫
日　

ジ
ャ
ス
コ
の
進
出　

地
元
主
導
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
の
核
テ
ナ
ン
ト　

 

643

3-150
昭
和
61
年
12
月
16
日　

市
商
業
活
動
調
整
協
議
会
が
大
型
二
店
の
出
店
を
結
審   

644

3-151
平
成
５
年
３
月
30
日　

田
町
商
店
街
の
再
開
発
計
画　

 

645

　
　

（
二
）
商
工
会
議
所

3-152
昭
和
29
年
８
月
10
日　

相
馬
商
工
会
議
所
の
発
足　

 

646

3-153
昭
和
㊾
年
⓫
月
㉕
日　

商
業
活
動
調
整
協
議
会
の
発
足　

大
型
小
売
業
者
と
一
般

小
売
業
者
の
調
整　

 

647

　
　

四
、
交
通

　
　

（
一
）
鉄
道

3-154
昭
和
39
年
３
月
８
日　

常
磐
線
草
野
・
岩
沼
間
の
電
化　

 

648

3-155
昭
和
39
年
７
月
３
日　

相
馬
・
福
島
間
の
鉄
道
構
想　

丸
森
線
を
相
馬
ま
で
延
伸   

649

3-156
昭
和
40
年
７
月
３
日　

海
水
浴
列
車
（
臨
時
列
車
）
の
運
行　

 

650

3-157
昭
和
55
年
７
月
11
日　

相
馬
駅
列
車
対
策
協
議
会
の
活
動　

 

651

　
　

五
、
観
光



xxiv

　
　

（
一
）
相
馬
野
馬
追

3-158
昭
和
35
年
11
月
５
日　

野
馬
追
の
開
催
日
変
更　

七
月
十
六
～
十
八
日
に　

 

652

3-159
昭
和
㊶
年
７
月
㉕
日　

野
馬
追
の
活
況　

七
月
二
十
三
～
二
十
五
日
開
催
が
図
に

当
た
る　

 

653

3-160
昭
和
59
年
５
月
17
日　

野
馬
追
の
後
継
者
問
題　

 

654

　
　

（
二
）
レ
ジ
ャ
ー
産
業

3-161
昭
和
44
年
３
月
30
日　

潮
干
狩
り
観
光
の
盛
況　

松
川
浦　

 

655

3-162
昭
和
59
年
２
月
９
日　

潮
干
狩
り
解
禁
日
を
控
え
た
期
待
感　

松
川
漁
協　

 

655

3-163
昭
和
63
年
12
月
17
日　

ズ
ワ
イ
ガ
ニ
（
松
葉
ガ
ニ
）
を
松
川
浦
観
光
の
目
玉
に   

656

3-164
平
成
２
年
３
月
12
日　

イ
チ
ゴ
狩
り
の
に
ぎ
わ
い　

和
田
観
光
い
ち
ご
園　

 

657

　
　

（
三
）
観
光
協
会

3-165
昭
和
48
年
３
月
９
日　

自
然
を
守
り
な
が
ら
誘
客
対
策　

 

658

第
三
節　

社　

会

　
　

一
、
地
域
社
会
と
暮
ら
し

　
　

（
一
）　

行
政
と
大
字

3-166
昭
和
31
年
３
月
16
日　

相
馬
市
行
政
区
設
置
条
例　

 

659

3-167
昭
和
31
年　
　
　
　
　

相
馬
市
行
政
連
絡
員
会
規
約　

 
661

3-168
昭
和
31
年　
　
　
　
　

大
野
地
区
防
犯
協
会
の
結
成　

 
662

3-169
昭
和
㉝
年
７
月
１
日　

行
政
連
絡
員
の
名
称
を
「
区
長
」
と
改
称
す
る
こ
と
に
つ

い
て
の
陳
情
書　

 

664

3-170
昭
和
39
年
３
月
５
日　

獺
庭
公
会
堂
の
完
成　

 

666

3-171
昭
和
㊴
年
⓬
月
⓰
日　

相
馬
市
行
政
連
絡
員
嘱
託
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
の
審
議　

 

666

3-172
昭
和
59
年
３
月　
　
　

国
鉄
バ
ス
旗
巻
線
の
維
持
存
続
に
関
す
る
陳
情
書　

 

668

　
　

（
二
）
暮
ら
し
と
青
年
た
ち

3-173
昭
和
49
年
４
月
１
日　

相
馬
市
生
活
改
善
申
し
合
わ
せ
事
項　

 

668

3-174
昭
和
59
年
１
月　
　
　

冠
婚
葬
祭
に
関
す
る
規
定　

 

670

3-175
昭
和
30
年
代　
　
　
　

昭
和
三
十
年
代
の
程
田
青
年
会
の
活
動　

 

671

3-176
昭
和
35
年
８
月
10
日　

相
馬
市
連
合
青
年
会
会
報
の
創
刊　

 

682

　
　

（
三
）
簡
易
水
道
の
広
が
り
と
市
上
水
道
へ
の
統
合

3-177
昭
和
39
年
12
月
15
日　

岩
子
簡
易
水
道
の
完
成　

 

693

3-178
昭
和
45
年
４
月
１
日　

石
上
・
日
下
石
へ
の
上
水
道
延
長　

 

693

3-179
平
成
４
年
３
月
29
日　

簡
易
水
道
の
上
水
道
へ
の
統
合　

 

694

　
　

（
四
）
環
境
・
衛
生
問
題
と
そ
の
対
策

3-180
昭
和
39
年
８
月
11
日　

し
尿
処
理
場
（
衛
生
セ
ン
タ
ー
）
設
置
反
対
運
動　

 

694

3-181
昭
和
43
年
10
月
２
日　

中
村
城
外
堀
の
汚
染　

 

695

3-182
昭
和
49
年
９
月
１
日　

公
害
対
策
の
進
展
（
工
場
の
排
水
処
理
施
設
を
調
査
）　 

696

3-183
昭
和
50
年
３
月
１
日　

公
共
下
水
道
事
業
の
開
始　

 

697

3-184
昭
和
57
年
12
月
１
日　

ゴ
ミ
を
考
え
る
市
民
大
会　

 

697

　
　

二
、
地
域
社
会
と
宗
教

　
　

（
一
）
現
代
の
諸
相

3-185
昭
和
31
年
１
月
29
日　

長
命
寺
の
屋
根
替
え
に
関
す
る
協
議　

 

698

3-186
昭
和
37
年
２
月
14
日　

滝
場
神
社
の
改
築
に
関
す
る
協
議　

 

698

3-187
昭
和
54
年
10
月
26
日　

岩
子
墓
地
管
理
委
員
会
の
設
立
に
関
す
る
協
議　

 

699

3-188
昭
和
55
年
７
月
24
日　

相
馬
中
村
神
社
の
社
殿
復
旧
と
遷
宮
祭　

 

699

第
四
節　

教　

育

　
　

一
、
教
育
の
民
主
化
と
六
・
三
・
三
制
へ
の
移
行



xxv

　
　

（
一
）
教
育
会
の
解
散
と
新
制
中
学
校
の
設
置

3-189
昭
和
21
年
９
月
26
日　

教
員
団
体
の
再
編　

 

701

3-190
昭
和
22
～
52
年
度　
　

中
村
第
一
中
学
校
の
開
設　

 

701

3-191
昭
和
22
年
４
月
16
日
～
24
年
10
月
1
日　

山
上
中
学
校
の
開
設　

 

702

3-192
昭
和
22
年
９
月　
　
　

中
村
第
一
中
学
校
校
友
会
創
設
の
呼
び
か
け
文　

 

702

3-193
昭
和
24
年
６
月
１
日　

中
村
第
一
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
父
母
と
教
師
の
会
）
会
則   

703

　
　

（
二
）
新
制
高
等
学
校
を
巡
る
論
議
と
教
育
委
員
会
の
発
足

3-194
昭
和
24
年
２
月
７
日　

総
合
高
校
設
立
の
期
成
同
盟
会　

 

704

3-195
昭
和
25
年
２
月
13
日　

高
校
統
合
期
成
同
盟
会
の
分
裂
と
反
対
署
名　

 

704

3-196
昭
和
24
年
３
月
21
日　

中
村
高
等
女
学
校
で
最
後
の
卒
業
式　

 

705

3-197
昭
和
27
年
11
月　
　
　

日
立
木
村
教
育
委
員
会
の
発
足　

 

705

　
　

（
三
）
町
村
公
民
館
の
設
置
と
社
会
教
育
活
動
の
展
開

3-198
昭
和
34
年　
　
　
　
　

公
民
館
の
草
創
期　

 

706

3-199
昭
和
28
年
３
月
１
日　

青
年
学
級
の
開
設　

 

707

3-200
昭
和
29
年
12
月　
　
　

相
馬
報
徳
会
設
立
趣
意
書
（
案
）　 

708

3-201
昭
和
30
年
８
月　
　
　

相
馬
市
文
化
団
体
協
議
会
会
則
（
案
）　 

709

　
　

二
、
教
育
行
政
と
学
校
教
育
の
拡
充

　
　

（
一
）
相
馬
市
教
育
委
員
会
の
あ
ゆ
み

3-202
昭
和
43
年
５
月　
　
　

県
教
委
月
報
に
報
じ
ら
れ
た
相
馬
市
教
育
行
政
の
姿　

 

711

3-203
昭
和
56
年
２
月
７
日　

相
馬
市
初
の
移
動
教
育
委
員
会
の
試
み　

 

712

3-204
昭
和
61
年
１
月
９
日　

市
内
一
六
校
に
「
い
じ
め
一
一
〇
番
」　 

713

　
　

（
二
）
学
校
教
育
の
拡
充

3-205
昭
和
31
年　
　
　
　
　

桜
丘
小
学
校
の
新
設　

 

713

3-206
昭
和
45
年
７
月　

市
教
育
委
員
会
教
務
課
職
員
か
ら
み
た
特
殊
教
育
の
現
状
と
課
題

714

　
　

（
三
）
特
色
あ
る
教
育
活
動

3-207
昭
和
㉜
年
⓬
月
⓮
日　

中
村
第
一
小
学
校
・
中
村
第
一
中
学
校
が
全
日
本
学
校
器

楽
合
奏
コ
ン
ク
ー
ル
で
日
本
一　

 

716

3-208
昭
和
36
年
12
月　
　
　

山
上
小
学
校
中
井
塚
分
校
の
設
備
充
実　

 

716

3-209
昭
和
40
年
10
月　
　
　

中
村
第
二
小
学
校
で
試
み
ら
れ
た
教
科
担
任
制　

 

718

3-210
昭
和
46
年
３
月　
　
　

桜
丘
小
学
校
の
日
記
指
導　

 

721

3-211
昭
和
61
年　

養
護
学
校
「
ゆ
り
が
丘
ち
び
っ
こ
野
馬
追
行
列
」
放
送
原
稿　

 

723

　
　

（
四
）
幼
稚
園
教
育
の
充
実

3-212
（
昭
和
50
年
代
）　　
　

ま
き
ば
幼
稚
園
園
児
募
集　

 

724

3-213
昭
和
43
年
３
月
23
日　

相
馬
市
立
幼
稚
園
条
例　

 

725

3-214
昭
和
63
年
７
月
11
日　

み
ど
り
幼
稚
園
の
書
道
教
育　

 

726

　
　

（
五
）
社
会
教
育
施
設
・
活
動
の
拡
充

3-215
昭
和
39
～
56
年　
　
　

社
会
教
育
の
多
様
化
と
施
設
拡
充　

 

727

3-216
平
成
20
年
12
月
31
日　

相
馬
市
体
育
協
会
の
設
立　

 

729

3-217
昭
和
62
年
10
月
１
日　

二
宮
尊
徳
生
誕
二
〇
〇
年
記
念
の
講
演
会　

 

730

　
　

（
六
）
校
長
会
・
相
馬
教
育
研
究
所
の
取
り
組
み

3-218
昭
和
43
年
４
月
１
日　

相
馬
教
育
を
語
る
会
の
座
談
会　

 

732

3-219
昭
和
62
年
６
月　
　
　

今
こ
そ
生
か
そ
う
報
徳
精
神　

 

734

　
　

三
、
生
涯
学
習
時
代
の
教
育

　
　

（
一
）
新
た
な
市
教
育
行
政
の
展
開

3-220
平
成
６
年　
　
　
　
　

充
実
し
た
姉
妹
都
市
交
流
の
推
進　

 

735

3-221
平
成
12
年
３
月
23
日　

適
応
指
導
教
室
の
開
設　

 

736

3-222
平
成
13
年　
　
　
　
　

相
馬
市
立
小
・
中
学
校
学
力
向
上
推
進
会
議
設
置
要
綱　

 

737

3-223
平
成
14
年　
　
　
　
　

学
校
教
育
指
導
の
重
点
項
目　

 

739



xxvi

3-224
平
成
12
年
４
月
５
日　

市
立
養
護
学
校
の
高
等
部
開
設　

 

740

3-225
平
成
14
年
１
月
13
日　

県
内
初
の
学
校
安
全
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル　

 

741

　
　

（
二
）
義
務
教
育
に
お
け
る
多
彩
な
教
育
実
践

3-226
平
成
８
年
１
月
26
日　

中
村
第
一
中
学
校
の
新
制
服　

 

742

3-227
平
成
９
年
12
月　
　
　

玉
野
中
学
校
の
森
林
教
室　

 

742

3-228
平
成
９
年
７
月
５
日　

磯
部
小
学
校
児
童
と
地
区
の
お
年
寄
り　

磯
部
大
浜
海
水

浴
場
な
ど
で
奉
仕
活
動　

 

743

3-229
平
成
14
年
１
月
１
日　

磯
部
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
文
部
科
学
大
臣
表
彰　

 

744

3-230
平
成
12
年　
　
　
　
　
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
実
施
状
況
調
査　

 

744

3-231
平
成
16
年
１
月
31
日　

小
中
学
校
の
教
諭
が
連
携
、
一
貫
教
育
推
進
へ　

 

747

　
　

（
三
）
相
馬
高
等
学
校
・
相
馬
女
子
高
等
学
校
の
共
学
化

3-232
平
成
10
年
６
月
９
日　

共
学
化
に
対
す
る
生
徒
の
声　

 

748

3-233
平
成
15
年
５
月
４
日　

相
馬
東
高
等
学
校
の
新
し
い
校
歌
・
校
旗
披
露　

 

749

　
　

（
四
）
職
業
教
育
・
専
門
教
育
機
関
の
再
編

3-234
平
成
７
年
３
月
19
日　

相
馬
技
術
専
門
校
の
閉
校　

 

750

3-235
平
成
10
年
３
月
20
日　

木
村
文
化
専
門
学
校
の
閉
校　

 

750

3-236
平
成
11
年
３
月
29
日　

公
立
相
馬
総
合
病
院
附
属
准
看
護
学
院
の
閉
校　

 

751

3-237
平
成
13
年
10
月
27
日　

相
馬
看
護
専
門
学
校
の
草
創
期　

 
751

　
　

（
五
）
保
育
・
子
育
て
支
援
の
拡
充

3-238
平
成
４
年
５
月
1
日　

新
園
舎
完
成
を
祝
う　

相
馬
愛
育
園　

 

752

3-239
平
成
14
年
４
月　
　
　

相
馬
市
立
幼
稚
園
「
預
か
り
保
育
」
の
実
施　

 

753

3-240
平
成
14
年
11
月
10
日　

少
子
化
時
代
に
お
け
る
保
育
の
姿　

 

755

　
　

（
六
）
生
涯
学
習
体
制
の
整
備

3-241
平
成
５
年
５
月
10
日　

相
馬
市
民
大
学
の
開
講　

 

757

3-242
平
成
10
年
５
月
10
日　
「
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
そ
う
ま
」
の
建
設　

 

757

3-243
平
成
15
年
12
月
10
日　

市
立
図
書
館
の
移
転　

 

758

第
四
章　

近
現
代
の
文
化　

 

759

第
一
節　

文　

学

　
　

一
、
短
歌

4-1
大
正
９
年
２
月
25
日　

相
馬
歌
壇
の
印
象　
　

天
野
多
津
雄　

 

761

4-2
昭
和
44
年
３
月
20
日　

歌
を
つ
づ
っ
て
二
十
五
年
間　

相
馬
短
歌
会　

 

763

　
　

二
、
俳
句

4-3
昭
和
34
年　
　
　
　
　

相
馬
地
方
に
お
け
る
古
今
の
俳
句　

斎
藤
笹
舟　

 

765

　
　

三
、
文
芸
史

4-4
昭
和
50
年
６
月
８
日　

漱
石
の
「
明
暗
」　

小
林
医
師
は
相
馬
の
人　

 

767

　
　

四
、
文
人
た
ち
の
紀
行
文
（
明
治
・
大
正
期
）

4-5
明
治
30
年
10
月　
　
　

う
つ
し
ゑ
日
記　
　

幸
田
露
伴　

 

769

4-6
明
治
30
年
10
月　
　
　

遊
行
雑
記　
　

幸
田
露
伴　

 

770

4-7
明
治
30
年
10
月　
　
　

松
川
浦　
　

大
橋
乙
羽　

 

773

4-8
明
治
39
年
11
月　
　
　

岩
代
中
村　
　

河
東
碧
梧
桐　

 

774

4-9
明
治
40
年　
　
　
　
　

松
川
浦　
　

大
町
桂
月　

 

774

4-10
大
正
元
年
11
、
12
月　

南
船
北
馬
集
第
七
編　

福
島
県
東
部
巡
講
日
誌　

井
上
円
了

776

4-11
（
大
正
９
年
）　　
　
　

松
川
浦
に
遊
ぶ　
　

田
山
花
袋　

 

778

第
二
節　

芸　

術



xxvii

　
　

一
、
音
楽

4-12
大
正
５
年
５
月
30
日　

中
村
町
七
聖
会　

 

785

4-13
大
正
７
年
５
月
30
日　

中
村
町
に
音
楽
研
究
会　

 

785

4-14
大
正
８
年
７
月
６
日　

中
村
美
登
利
会　

 

786

4-15
大
正
10
年
９
月
30
日　

中
村
町
で
音
楽
会　

 

786

4-16
大
正
10
年
10
月
19
日　

中
村
町
で
処
女
会
音
楽
会　

 

786

4-17
大
正
10
年
10
月
25
日　

中
村
音
楽
研
究
会
①　

 

787

4-18
大
正
12
年
６
月
28
日　

中
村
音
楽
研
究
会
②　

 

787

4-19
大
正
13
年
８
月
23
日　

ピ
ー
、
エ
ー
ル
会
音
楽
大
会　

 

787

4-20
昭
和
７
年
10
月
４
日　

中
村
町
で
音
楽
会　

基
督
教
会
が
主
催　

 

787

4-21
昭
和
９
年
４
月
16
日　

中
村
町
で
琵
琶
演
奏　

 

788

4-22
昭
和
９
年
７
月
11
日　

中
村
町
で
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト　
 

788

4-23
昭
和
32
年
１
月
12
日　

相
馬
市
民
合
唱
団　

楽
し
、
名
曲
の
コ
ー
ラ
ス　

 

788

4-24
昭
和
37
年　
　
　
　
　

佐
藤
己
之
太
郎　

 

789

　
　

二
、
彫
刻
（
佐
藤
玄
々
）　

［
本
名
・
清
蔵　

別
号
・
朝
山
］

4-25
昭
和
20
年
９
月
30
日　

立
谷
武
助
宛　

佐
藤
清
蔵
書
簡　

 

790

4-26
昭
和
20
年
10
月　
　
　

和
気
清
麻
呂
像
画
賛
（
紙
本
墨
画
）　 

790

4-27
昭
和
22
年
７
月
28
日　

藤
田
魁
山
宛　

佐
藤
清
蔵
書
簡　

 
791

4-28
昭
和
23
年
以
降　
　
　

佐
藤
玄
々
自
筆
履
歴
（
草
稿
）　　

紙
本
墨
書　

 

792

　
　

三
、
工
芸

4-29
明
治
10
年
11
月
20
日　

内
国
勧
業
博
覧
会　

褒
状
（
相
馬
駒
焼
）　 

793

4-30
明
治
17
年
７
月
７
日　

相
馬
駒
焼
の
商
標
登
録
明
細
書
（
控
）　 

794

4-31
明
治
17
～
19
年　
　
　

相
馬
駒
焼
の
商
標
登
録
関
係
資
料
（
六
件
）　 

794

4-32
明
治
36
年
７
月
１
日　

第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
賞
状
（
相
馬
駒
焼
）　 

797

4-33
明
治
37
年　
　
　
　
　

セ
ン
ト
ル
イ
ス
博
覧
会
賞
状
（
相
馬
駒
焼
）　 

797

4-34
大
正
13
年　

博
覧
会
共
進
会
品
評
会
陳
列
館
参
考
品　

出
品
簿
（
相
馬
駒
焼
）　 

798

4-35
（
昭
和
20
年
代
）　　
　

中
村
町
付
近
の
陶
磁
器
製
造
業
者
調
査　

 

799

4-36
（
昭
和
44
年
）　　
　
　

相
馬
駒
焼
釉
薬
調
合
記
録　

 

800

4-37
昭
和
37
年
２
月
１
日　

館
の
下
窯　

発
見
の
動
機　
　

近
藤
京
嗣　

 

800

4-38
昭
和
52
年
７
月
１
日　

甲
冑
武
具
審
査
会
①　

 

801

4-39
昭
和
53
年
１
月
１
日　

甲
冑
武
具
審
査
会
②　

 

802

　
　

四
、
美
術
運
動
等

4-40
大
正
２
年
10
月
25
日　

相
馬
中
学
校
創
立
十
五
周
年
記
念
日
記
事　

 

803

4-41
昭
和
２
年
10
月　
　
　

相
馬
中
学
校
絵
画
研
究
会　

エ
ー
ゼ
ル
会　

 

804

4-42
大
正
10
年
10
月
18
日　

中
村
町
の
美
術
展
覧
会　

 

805

4-43
大
正
15
年
10
月
５
日　

相
美
会　

 

805

4-44
昭
和
57
年
12
月
４
日　

相
馬
絵
画
研
究
所　

 

805

4-45
平
成
９
年
２
月
25
日　

相
馬
市
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
加
盟
団
体
一
覧　

 

806

第
三
節　

体　

育

　
　

一
、
武
道

4-46
大
正
４
年
10
月
26
日　

中
村
町
武
道
大
会
の
盛
況　

 

808

　
　

二
、
玉
ノ
井
部
屋
相
馬
市
後
援
会

4-47
平
成
元
年
９
月　
　
　

大
相
撲
「
玉
ノ
井
部
屋
」
相
馬
市
後
援
会
の
設
立　

 

808

　
　

三
、
ふ
く
し
ま
国
体
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
会

4-48
平
成
７
年
５
月
16
日　

第
50
回
国
民
体
育
大
会　

相
馬
市
開
催
基
本
方
針　

 

809

　
　

四
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

4-49
平
成
13
年
９
月
25
日　

松
川
浦
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
盛
況　

 

810



xxviii

　
　

五
、
松
川
浦
大
橋
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会

4-50
平
成
７
年
11
月
７
日　

第
一
回
松
川
浦
大
橋
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
開
催   

810

第
四
節　

学　

術

　
　

一
、
草
野　

俊
助

4-51
大
正
６
年
５
月
25
日　

郷
土
の
診
断　
　

草
野
俊
助　

 

811

　
　

二
、
吉
田　

巖

4-52
昭
和
11
年
12
月
25
日　

方
面
委
員
の
体
験　
　

吉
田
巖　

 

813

　
　

三
、
岩
崎　

敏
夫

4-53
昭
和
48
年　
　
　
　
　

柳
田
国
男
先
生　
　

岩
崎
敏
夫　

 

816

　
　

四
、
今
野　

源
八
郎

4-54
昭
和
58
年
10
月　
　
　

交
通
政
策
研
究
50
年　
　

今
野
源
八
郎　

 

818

　
　

五
、
鎌
田　

正

4-55
平
成
13
年　
　
　
　
　
『
大
漢
和
辞
典
と
我
が
九
十
年
』
序　
　

鎌
田
正　

 

822

第
五
節　

郷
土
史
研
究

　
　

一
、
只
野　

清

4-56
昭
和
８
年
６
月　
　
　
「
稿
本
相
馬
史
」
編
者
の
言　
　

只
野
清　

 
824

　
　

二
、
斎
藤　

笹
舟

4-57
昭
和
28
年　
　
　
　
　
『
明
治
戊
辰
戦
争　

全
』
序
文　
　

斎
藤
笹
舟　

 

824

　
　

三
、
文
化
財
保
存
運
動

4-58
昭
和
49
年
２
月
11
日　

相
馬
の
城
跡
を
守
る
た
め
の
陳
情
書　

 

825

　
　

四
、
相
馬
郷
土
研
究
会

4-59
昭
和
62
年
11
月
28
日　

相
馬
郷
土
研
究
会
規
約　

 

826

第
六
節　

そ
の
他

　
　

一
、
磯
村　

春
子

4-60
明
治
41
年
３
月　
　
　

婦
人
記
者
の
実
歴
談　
　

磯
村
春
子　

 

828

　
　

二
、
広
文
堂
書
店

4-61
大
正
３
年　
　
　
　
　

貸
本
出
入
帳　

 

829

　
　

三
、
角
野　

憲
夫

4-62
昭
和
50
年
４
月　
　
　
『
相
馬
通
信
』
第
一
号　

ご
あ
い
さ
つ　

 

830

掲
載
資
料
一
覧　

 

832

関
係
者
一
覧　

 

871




